
栃木県立鹿沼高等学校 文芸部 の活動方針及び年間活動計画等

顧問名
○
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休養
日
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月 参加予定大会等 その他

４

５

〇
〇
GW明けに部誌発行
感想会

６

〇 部誌の発行

７

〇 部誌の発行

８

９

〇
〇
鹿苑祭で部誌の発行
感想会

１０

〇 活動停止

１１

１２

１

２

３

〇　一日の活動時間は、２時間を基本とし、各人の学校生活や授業等に支障のない範囲で各人が決定する。
〇　定期試験初日の１週間前から定期試験実施期間（最終日を除く）は原則として活動を行わない。

塩田　佳子

〇　部活動の実施に当たっては、生徒間の話し合いを重視する。
〇　栃木県高文連文芸部会主催「橡」文芸賞への出品、さらには入賞を目指す。
〇　活動をとおして、生徒が心を豊かにし、充実した学校生活を送ろうとする態度を養うとともに、生徒の学習意欲の向
上や自己肯定感・責任感・連帯感の育成を目指す。
〇　部員全員の学業成績向上を目指す。

〇　学校生活や授業等に支障のない範囲で、合理的でかつ効率的・効果的な活動を行う。
〇　生徒の文章力向上を目的として、随時品評会や読書会を行う。
〇　鹿苑祭で冊子を発行し、日頃の活動の成果を示す。

〇　原則として、毎週火曜日を活動日とし、それ以外を休養日とする。部誌の印刷などの必要が生じたときは、その限り
ではない。
〇　長期休業中は執筆と読書に勤しみ、自己研鑽をする。


